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森林総合研究所第4期中長期計画における
林木育種センターと森林バイオ研究センターの取り組み

平成 2� 年 4 月から、森林総合研究所の第 4

期中長期計画が始まりました。計画期間は平成

�� 年 � 月までです。本計画では研究・技術開

発に関して、森林、林業、木材産業、森林生物

の利用と林木育種、の四つの分野について重点

的に取り組む研究を重点課題として定め、重点

課題の下に複数の戦略課題を設けています。林

木育種センターと森林バイオ研究センターが取

り組む研究課題は、四番目の重点課題の中の戦

略課題「多様な優良品種等の開発と育種基盤技

術の強化」として一つにまとめられています。

本稿では、林木育種センターの各部と森林バイ

オ研究センターが取り組む内容について説明し

ます。なお、中長期計画の全文は、当研究所の

ホームページに掲載されていますので、そちら

をご覧ください。

育　種　部

我が国の森林・林業においては、森林吸収源

対策、花粉発生源対策、林業の成長産業化の

推進、再造林推進対策（苗木の安定供給）、松

くい虫対策（マツノザイセンチュウによる松枯

れ対策）、温暖化適応対策等、様々な課題があ

り、このような課題に対応する森林整備を進め

るための、優良な新品種の開発が強く求められ

ています。このため、当育種部では、これらの

社会ニーズ・行政ニーズに対応したエリートツ

リー・優良品種の開発とその開発期間を短縮す

るための育種技術（高速育種技術）、開発した

品種を適正かつ早急に配布するための普及技術

などの開発を行います。

エリートツリー（写真 1）については、スギ、

ヒノキ、カラマツ等について、�00 系統を開

発します。これは、これまで開発してきた系統

と併せて、各地域において、特定母樹等の生産

集団や次世代のエリートツリーを育成するため

の育種集団の系統数を確保するために必要な数

量です。なお、エリートツリーのうち基準を満

たすものについては特定母樹に申請し、森林吸

収源対策に貢献していきます。

優良品種については、初期成長が優れた第 2

世代品種、平成 19 年度に品種登録された無花

粉スギ品種である「爽春」を改良した無花粉ス

ギ品種や成長が優れた少花粉品種、マツノザイ

センチュウ抵抗性品種等 150 品種の開発を行

います。このうち、初期成長が優れた第二世代

品種については、少しでも早くニーズに応えら

れるよう、「前方選抜」の手法も用い開発期間の

大幅な短縮を図ります。花粉症対策品種のうち

「爽春」を改良した無花粉品種については、こ

れまで取り組んできた「爽春」と精英樹の交配

により育成した F2 個体の中から優れたものを

選抜します。また、少花粉品種についてはエリー

トツリーからの選抜等により開発を進めます。

マツノザイセンチュウ抵抗性品種については、

写真 1　スギ（左）とカラマツ（右）のエリートツリー
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従来の被害地からの選抜による開発に加え、抵

抗性品種同士を交配して得た個体の中から、抵

抗性が従来の品種よりも格段に高い第 2 世代

品種の開発を行います。

また、これらの優良品種を短期間で開発する

ための高速育種技術や検定技術の開発を行いま

す。高速育種技術については、第 � 期中期計

画で開発したゲノム育種技術について、スギ育

種集団のゲノム情報の充実を図るとともにゲノ

ム育種の実用化に取り組みます。検定技術の開

発では、マツノザイセンチュウ抵抗性の判定技

術の高度化と高速化、スギ雄花着花性の評価に

ついて、従来 20 年程度以上を要している評価

期間を大幅に短縮する等の技術開発を行いま

す。これらに加え、地球温暖化に適応する品種

を開発するための技術開発にも取り組みます。

さらに、エリートツリー（特定母樹に指定さ

れたもの）や優良品種を適正かつ早急に普及す

るため、トレーサビリティーを確保した原種苗

木の配布システムや、原種苗木の増産技術等の

開発に取り組みます。この原種苗木の配布シス

テムは、例えば配布された原種苗木に取り付け

られたバーコード等によって、系統名等を確認

ができるようなものです。また、原種苗木の増

産技術については、採穂台木の育成技術の改良、

植物工場（写真 2）技術の活用等により開発を

進めます。

優良品種等については、都道府県からの要望

を踏まえ、計画的に原種苗木（さし木苗・つぎ

木苗）等を生産し、都道府県等の採種園・採穂

園用に配布します。なお、エリートツリーにつ

いては、原則として特定母樹に指定されたもの

を配布します。また、開発品種の特性に関する

情報提供や採種園等の造成・改良に関する技術

指導等を都道府県等に対して行うことにより、

開発した優良品種等の早期普及を図ります。

（育種部　星　比呂志）

遺伝資源部

遺伝資源部では、林野庁の林木ジーンバンク

事業を通して、林木の遺伝資源の収集、保存、

評価等とそれに関係する技術開発を行っていま

す。第 4 期中長期計画期間において重点的に

実施する研究課題及び事業課題について説明し

ます。

林木遺伝資源の利用を促進するために必要な

技術開発を以下の 4 つの研究課題を中心に行っ

ていきます。

① 新需要の創出に向けた遺伝資源の収集・評価

技術の開発

早生樹、バイオマス生産用樹種等を対象に、

ニーズや資源量の把握、GIS 技術を用いた植

栽適地の判定、有用特性の評価技術の開発を行

い、優良系統の選抜技術を開発します。

② 将来に向けた新たな育種素材の収集・作出技

術の開発

育種部と連携して、スギ、ヒノキ等の育種対

象樹種について、将来にわたる育種の進展に必

要とされる特性を持った育種素材を人工交配等

によって作出する技術を開発します。

③ 地球温暖化に対応した遺伝資源の評価技術の

開発

ブナ、ケヤキ等のモニタリング対象樹種や絶

滅危惧種等について、第 � 期中期計画期間ま

でに設定した産地試験地、長期モニタリング試

験地等を調査、解析し、温暖化に伴う遺伝資源

写真 2　原種苗木増産のための植物工場
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の評価技術や生息域内保存技術を開発します

（写真 �）。

④栄養体および種子等の長期保存技術の高度化

育種対象樹種、有用樹種、絶滅危惧種等の多

様な樹種について、冬芽等の栄養体や長期保存

が困難な種子を対象に、それぞれの樹種や器官

に適した最適な保存条件を解明し、凍結保存技

術を開発します。

林木ジーンバンク事業は、発足以来 �0 年が

経過し、第 � 期中期計画期間終了時点で約 �

万 � 千点の遺伝資源を保存しています。これ

らの中には、育種素材や希少樹種から潜在的に

利用が期待できる樹種まで多種多様な遺伝資

源が含まれています。第 4 期中長期計画では、

収集、保存、評価等の対象を育種対象樹種に加

えて新需要等が期待できる有用樹種について重

点的に行い、優良系統の選抜が可能となる母集

団の作成等を目指しています。対象とする樹種

は、コウヨウザン（写真 4）、センダン、キハダ

等を想定しています。

（遺伝資源部　生方　正俊）

海外協力部

海外協力部では、温暖化に伴う乾燥化や暴

風・高潮の激化など地球規模の問題に対応する

ため、国際的な技術協力や共同研究を通じた気

候変動への適応策等に資する林木育種技術の開

発に取り組みます。

第 � 期中期計画期間（平成 2� ～ 2� 年度）に

は、耐風性に優れた品種開発のための日本産・

台湾産・フィジー産テリハボク家系の初期成長

の評価や耐乾燥性に優れた品種開発のためのケ

ニアのメリアの遺伝構造解析等を行いました。

これらの成果を基に、第 4 期中長期計画期

間では次の課題に取り組みます。

温暖化による乾燥地の拡大が懸念されるケニ

アにおいて、乾燥地・半乾燥地に適する郷土樹

種の種苗の生産と植林に貢献するため、ケニア

森林研究所と協力して、メリア及びアカシアの

種苗配布のためのガイドラインを作成するとと

もに選抜育種に必要な育種技術を開発します

（写真 5）。

また、太平洋諸国等における海岸防災や地域

住民の生活改善に資するため、台湾林業試験所

写真 4　コウヨウザンの優良林分

（広島県庄原市）

写真 5　メリア採種園管理研修（ケニア）

写真 3　アカマツモニタリング試験地

（福島県いわき市）
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や太平洋共同体事務局との共同研究により、テ

リハボクの初期成長における家系間差を解明

し、優良系統の早期選抜技術を開発します。

さらに、遺伝的多様性を維持しながら芯腐れ

病に強く成長・形質に優れた種間雑種のアカシ

アを開発するため、ベトナムにおいて共同実証

試験を通じて、人工交配によるアカシア属優良

品種の選抜技術を体系化します。

そして、北方針葉樹の育種に関しても、フィ

ンランド自然資源研究所との共同研究により、

アカエゾマツとヨーロッパトウヒの種間交雑及

びヨーロッパアカマツのマツノザイセンチュウ

抵抗性について調査を進めます。

（海外協力部　川戸　英騎）

森林バイオ研究センター

森林バイオ研究センターでは、遺伝子操作や

ゲノム解析、組織培養などのバイオテクノロ

ジーを利用し、多様な有用品種を早期に開発す

るための研究開発を進めています。第 � 期中

期計画期間（平成 2� ～ 2� 年度）に、遺伝子組

換えによるスギの雄性不稔（無花粉）化に成功

し、昨年 4 月から遺伝子組換え雄性不稔スギ

の隔離ほ場での栽培試験を開始しました。この

栽培試験では、野外での無花粉形質の安定性や

成長特性を � 年間にわたって調査します（写真

6）。また、近年、狙った遺伝子に自然の突然

変異と同じような変異を導入できるゲノム編集

を始めとする新たな育種技術が急速に発展して

いることから、新たな育種技術を林木へ適用す

るための技術開発を実施します。

マツ材線虫病は我が国で最も被害の大きい森

林病虫害で、これまでマツノザイセンチュウ抵

抗性品種の開発が進められてきました。一方、

マツノザイセンチュウに対するマツの抵抗性に

関する原因遺伝子は明らかになっていません。

それら遺伝子がわかれば、DNA マーカーを用

いて抵抗性個体の選抜の効率化が図れることか

ら、抵抗性に関連する遺伝子の特定を目指した

研究を推進します。

また、日本で使用される漢方薬の原料の自給

率はおよそ 1 割で、輸入の 9 割を中国に依存

しています。国内にも自生する薬用樹木を効率

よく栽培し収穫できれば、医薬品原料の自給率

向上や中山間地域での産業創出につながること

が期待されます。そこで、第 � 期中期計画期

間中から漢方薬の原料となるカギカズラなどの

薬用樹木について、薬用成分の含有率が高い優

良個体の選抜を進めるとともに、効率的に植物

体を再生できる組織培養条件を解明してきまし

た。引き続き薬用樹木の増殖方法の確立や栽培

方法の開発に取り組みます（写真 �）。

（森林バイオ研究センター　吉田　和正）

写真 7　カギカズラの組織培養

　葉腋につくカギ状の部分（赤枠）を培養し、植物

体を再生しました。

写真 6　隔離ほ場の遺伝子組換え雄性不稔スギ


